
乾電池と豆電球を使って

明る＜光るUFOを作ろう

［対象：小学校3年生以下］

＊ねらい 紙皿とプリンカップで作ったUFO
の形のものに、乾電池と豆竜球、洋燈づり、
銅線を使って豆電球が点滅する回路を作る

ことにより、電気が流れる仕組みに触れさ
せる。

1. UFOを作る。
: ........ [準備物］——········································

: . 紙皿2枚(18�20cm) ・ホッチキス [ 

i ・プリンカップ2個 ・エナメル線 ： 

i ・単1乾電池1個 • 豆電球とソケット i 
・洋燈づり2本（真錫製、内径2cm程度）
・カッターナイフ ・ボンド

セロハンテ ープで行う。

01つのプリンカップの底には、 上図のように穴

を開けて。洋燈づりをつける。この時、洋燈づ

りの先にエナメル線をつけておくと後の作業が

しやすくなる。

0洋燈づりをプリンカップに固定しにくい場合

は、上図のように木片を使用する。

(2)配線をする。

02個の洋燈づりと乾電池と豆電球、 ソケット、

エナメル線を下固のように配線する。

(l)UFO本体を作る。

①2枚の紙皿に下図のように切り込みを入れ、プ

リンカップを付ける部分を作る。

．接続部分のエナメル線
のエナメルをはがす

接続部分は． ピニール
T ー フ

’

で固定する。

・ ・・ ・・ ・ の部分は
谷折リする。
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②プリンカップと紙皿を下医のようにつける。

(3)組み立てる。

O紙皿の部分をセロハンテ ープではり完成させ

る。

OUFOの下になる部分のプリンカップに油性の

ペンで色をつけさせるときれいである。

O豆電球の点灯が外部から確認できるように、 プ

リンカップの下の部分に豆電球のソケットが位

置するようにする。

O乾電池が動かないようにガムテープ等で固定さ

せてもよい。

O紙Jlllの折り返しの部分とプリンカップの接着は
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(4)点灯試験をする。

O洋燈づりの丸い部分を電導休につけ、正しく回

路がつくれたかどうかを確かめさせる。

O点灯しない場合は、紙皿を接着したセロハン

テ ー プを剥がして回路を作り直させる。

(5)じFOを飛はして遊ぶ。

① 1本のエ ナメル線に下図(/)ように「 エ ナメ几被

覆部分」と「 エ ナメルを象ljがした部分」を作る。
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〇 エ ナメル線を配線する空間の広さを考えて、長

さを決める。

②エ ナメル線を配線するc

0作ったじFOが、エ ナメル線を伝わってスム ー

ズに落下していくように配線する角度を調整ず
-, 
/c) 0 

さを基準にする。

［乾電池2 (!,\]で豆電球］個を点灯さサる場合J

し滅点ヽごし9く、賠ギ．．
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• 乾電池1個に豆電蛛1個を接続した場合の明る

l乾電池1個で豆電球2個を点灯させる場合J
,�� —丁―·- ―- ·--,��·-·�--一

i接続のし方 直列つなぎ
ピ ー―」�·�·
I 明るさ
L��_ _j __ - -

並列つなぎ

(2)自分の好きな接続のし肛で2個の旦祖球を点滅

させて動くし「FOを作る。

乾電池2個を直列につなぎ、豆雷球2個〈例A

を並タリにつなぐ＼

最も明る＜点灯するが、乾電池の寿命は短かくな

る。

〈例B 乾電池2(同を並列につなぎ、豆屯詠2個

を並列につなぐ〉

［階段を利用した例J

ながら動く様fを観寮させる。

2. 2個の豆電球が点灯するじFOを作る。

l渭備物J ― -- - ---

。単3乾電池2個 •豆祖蛛とソケッ

）、各2個（豆電球は3 \'用を使用）

戸導線

(l)乾電池2個と豆電球2個の接続のし方て、豆電

明るさは、乾屯地1個、戸屯詠1個の場合と亥化

なし'、しかし、乾電池の寿命は長くなる。

0中字生を対象として実施する島合は、乾電池や

豆軍球の記号を知らせ、次頁の図のような配線

図を古かせてから作らせるとよい。

球の明るさが変わることを調べる。

O次のような表に結果をまとめさせる。
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〈例Aの配線図＞ 〈例Bの配線図＞

□三
豆慮球

乾電池

スイッチ
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